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【事例９】 ジャガイモによる食中毒

昨年（平成２９年）６月に、豊田市の小学校で患者数２２人の食中毒が
発生。原因は、学校で育てたジャガイモを塩ゆでにしたもの。

 ジャガイモには、炭水化物やビタミンなどの栄養素が多く含まれるほか、
微量の天然毒素が含まれています。

 毒素が増えると、おう吐や腹痛を起こすことがあるので、ジャガイモの栽
培から収穫まできちんと取扱うように気をつけましょう。

• イモに光（日光、蛍光灯）
が当たると増える

• 未熟なイモでは、濃度が高
いことがある

• イモを傷つけると増える

• 芽とその周辺や緑⾊の部分
では、濃度が高い

• ⽪では、内側の部分より濃
度が高い

• 濃度が高いとイモが苦くな
る

ポイント① イモに光を当てない

ポイント② イモは大きく育て、熟し
てから収穫する

ポイント③ 収穫、保管時にイモを傷
つけない

ポイント④ 芽とその周辺や緑⾊の部
分は除く

ポイント⑤ ⽪はできるだけむく

ポイント⑥ 苦みやえぐみのあるイモ
は食べない

～天然毒素の特徴と食中毒予防のポイント～

(左)緑⾊になったイモ
(右)通常のイモ

芽が出たイモ

（参考）
農林水産省ウェブサイト「
食品中のソラニン・チャコ
ニンに関する情報」
http://www.maff.go.jp/j/
syouan/seisaku/solanine/i
ndex.html



農林水産施策に関する情報提供と意見・要望の把握に向けて、消費

者団体、生協等と懇談会を実施

農林水産施策に関する情報の提供及び意見・要望を把握するため、管内
の消費者団体等との懇談会を開催。平成29年度は、名古屋市（8月30日）、
津市（9月8日）、岐阜市（1月26日）で開催。

農林水施策の理解・浸透及び施策に対する提言の場として、生協の理事
長が出席する「生協と東海農政局との懇談会」を7月13日に開催。

また、生協の実務担当者を対象に、1月26日に「生協と東海農政局との
意見交換会」を開催。

食品企業の取組や行政の施策を紹介し意見交換を行うことで、食品に対
する理解の促進を目的として、10月23日に、愛知学院大学の学生を対象に
三者懇談会を開催。

消費者団体等との懇談会(平成29年度)

大学生・食品事業者・行政三者懇談会(平成29年度)

生協と東海農政局との懇談会(平成29年度)

懇談会の実施
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＜４（５）消費者の部屋、懇談会等＞



２ 食品安全行政（食品の安全）

(1) 食品安全行政の枠組

(2) 食品安全行政の体制

(3) リスク分析手法

（リスクアナリシス）

本日の講義内容
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３ 食の安定供給にかかる食品安全行
政上の取組（食の安全）

(1) 病害虫防除、農薬

(2) 肥料・飼料

(3) 動物防疫

(4) 植物防疫

４ 食の信頼確保にかかる食品安全行
政上の取組（食の安心）

(1) 食品トレーサビリティ

(2) 食品表示・監視

(3) 米穀の流通監視

(4) 食品防御（フードディフェンス）

(5) 消費者の部屋、懇談会等

１ 「食品の安全」と「食の安全」

(1) 食品が安全であること

(2) リスクとハザード

５ まとめ


